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概要

セレンディピティを発揮するには偶然が起きなければ始まらない。偶然は、

それをもたらした主体によって三種類に分類できる (己、人、天)。自ら積
極的に手を動かし、人を動かすプレゼンテーションを常に心掛けることで、

偶然を捉え続けていけば、天をも味方に付けることができるのではないか。

1 はじめに

この試論を展開するに至ったきっかけは、ある学会で

のセレンディピティを主題にしたシンポジウムへの登壇

要請であった。それまで断片的にエッセイとして発表し

ていた研究開発の裏話 [1, 2]を、統一した視点でまとめる
良い機会と捉え、引き受けた。視野を広げるために、セ

レンディピティに関する本やノーベル賞受賞者の回想録

をまとめて読み始めた。

講演の構成を考える段になって、これらの本には見あ

たらなかった独自の視点があることに気がついた。筆者

が経験した数々の偶然は、次の三種類に分類できるので

ある。偶然をもたらした主体が、自分なのか、自分以外

の人間なのか、人間以外の何かなのか、である。この考

えに基づけば、あらゆる偶然は、これら三つの主体を頂

点とする三角形の中のどこかにプロットできる。それら

の頂点を「己の采配」、「人の采配」、「天の采配」と呼ぶ

ことにする (図 1参照)。
筆者が語ろうとしていた一連の裏話では、これら三種

類の偶然が、まさにこの順番で起こっていたのである。

そして、それぞれの偶然を呼び寄せる方法を筆者なりに

一般化できそうな気がしたのであった。

2 己の采配

話は「光ヒューズ」というデバイスの発明から始まる。

たいていの電気製品に内蔵されているヒューズの働きと
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図 1: 采配の三角形。

同様に、過大な光入力に応じて自ら光回線を切断するデ

バイスのことを「光ヒューズ」という。筆者は始めから

このデバイスを開発しようとしていた訳では無い。転職

前に取り組んでいた研究テーマへの未練が、新しい職場

での仕事の原動力となり、一対のガラス製光ファイバを、

それより軟らかいガラスで繋ぐ技術を完成させた。

当時、これが何の役に立つのかは分からなかった。他

人が見れば、とてもスジの悪い研究に見えただろう。か

つて取り潰された研究テーマへの執念をベースに、部品

をかき集めて独自の装置を組み上げる楽しさでつっ走っ

た結果であった。

転機は 2003年春。イラク戦争開戦直後の米国アトラ
ンタで開催された国際会議のことであった。レーザー光
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源の高出力化の波が押し寄せると共に、高強度光で光部

品が壊れることが問題視されていた。それがひらめきの

きっかけだった。壊れることを目的にする光ヒューズな

ら、筆者の技術で実現できる！

その後、開発に至るまでに、もうひと波乱あったのだ

が、これも自ら手を動かすことで乗り切った [1]。時間を
忘れて取り組める自分の好きな作業を突き詰めることで、

独自の技術を手にした訳である。

後から分かったことだが、その国際会議で光ヒューズ

を初めて商品化する、と宣言していたベンチャー企業が

あった。その特許出願を調べてみると、筆者の技術とは

原理も性能も異なることが分かり、安堵した [3]。

3 人の采配

ある日、研究室の廊下に張り出してあった光ヒューズ

のポスターに触発された超高速カメラメーカーの営業マ

ンが、新製品のデモを提案してきた。どうせ試すなら、撮

影対象はもっとインパクトのあるものが良い。前から興

味を持っていたファイバフューズを撮ることに決めた。

約 20年前に発見されたこの現象は、数Wの光を伝送
している光ファイバのどこか一ヶ所を加熱すると、そこ

にプラズマが発生し、光源に向かって走り始めるという、

とても派手な現象である。まぶしい火の玉が通り過ぎた

後の光ファイバには、不思議な形の空孔列が残されてお

り、もはや光を通すことはできない。レーザー光源の高

出力化の波とともに、危険視され始めた現象である。

苦労の末に得た珍しい映像を急いで論文にまとめ、2004
年秋の国際会議にダメ元で応募したところ、あっさり採

択されてしまった。ちょうどその頃同じ現象を追いかけ

ていたロシアの大物教授が、その選考委員会のメンバー

に名を連ねており、彼が強行に筆者の論文を推してくれ

たのだそうだ。

この嬉しい偶然が連なったエピソードを軽い読みもの

にまとめて [2]ある機関誌に発表したところ、例の営業
マンを通じてそのメーカーの社長の目に止まり、鶴の一

声で、その後も継続的に撮影に協力してもらえることに

なった。

筆者の知らなかった三人の人物が、筆者のために動い

てくれたその原因は、筆者の書き物を読み、その価値を
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図 2: 他人が引き起こす偶然を呼び寄せるには？

汲んでくれたからである。筆者とて、漫然と書き物をし

たためていた訳では無い。年に数回、プレゼンテーショ

ン技術の講師を勤めている身としては、口頭発表であろ

うと、書き物であろうと、いい加減なものは表に出さな

い様にしている。情報の受け手に自分の考えを印象付け

る技術の本質は、どの様な形態であれ変わるものではな

い [4]。受け手の心に働きかけることが出来れば、受け手
はおのずと動いてくれる (図 2参照)。そこに偶然を呼び
寄せる場が生じる。

4 天の采配

先の国際会議に採択されたことが縁で、翌年にサンク

トペテルブルグで招待講演を行うこととなった。新たに

発表するネタを求めてファイバフューズの実験を続けて

いくうちに、興味深い発見をした。生成される空孔列が

不思議な形になる原因を説明できるのだ。これをまとめ

て学術雑誌に投稿したところ、厳しい査読結果が返って

きたのは、ロシアに出かける直前であった。求められた

実験データを得る方法に気がついたのは、帰国する日の

朝だった。

そのデータを得るまでの道のりは、まさに綱渡りであっ

た。回答の提出期限の直前に、あの超高速カメラを二時

間だけ借りることができた。例の火の玉がカメラの狭い

視野に入った瞬間にレーザー光を止め、光が減衰する時

間を割り出すのである。スイッチを切る指先の動きに、

1/100秒の精度はとうてい期待できない。気休めにすぎ
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図 3:人間以外の何かが引き起こす偶然を呼び寄せるには？

ない練習を繰り返し、当日に臨んだ。

11回分だけ試料を用意しておいたのだが、7回目にし
てあっさり成功したのは、気負いの無い平静な心を保て

たからだと思う。こればっかりは、「自分が手を動かした

結果」と言い切ることはできない。それに至るまでに呼

び寄せてきた、さまざまな偶然の流れに乗っていた、と

しか言いようがない。かくして必要なデータを手にする

ことができ、無事論文は採択された。

5 おわりに

こんな風に講演の構想を練っていた折に、かつて記事

を寄稿したことのある業界誌の編集者から、何か連載記

事を書いてくれないか、との話が舞い込んだ。この構想

を文字に残せる願ってもない機会だ。渡りに船で引き受

けて、講演当日にその連載の別刷りを配る算段までつけ

てしまった。

偶然は呼び寄せることができる。研究開発リーダーを

勤めたこともない若輩者が、この場に発表する機会を得

たのは、その連載記事 [5]が本誌の編集者の目に留まっ
たからである。

この記事を読んでくださった方々の中に、どんなに些

細なことでも、何か動いてくださる人が出てきて欲しい。

そういう緊張感をもって執筆するよう、常に心がけてい

る。それが次の偶然を呼び寄せてくれる。
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